
















まえがき 

三歳児健康診査の視覚検査は,平成 2年 10 月から実施された。その方法については,実施に

先立ち,厚生省児童家庭局母子衛生課長通知「三歳児健康診査の実施について」(平成 2年

8月)及び,日本眼科医会公衆衛生部「三歳児健康診査における眼科検診の手引き」(平成 2

年 9月)が指針として示された。一方，平成元年～3年度厚生省心身障害研究「小児の神経・

感覚器等の発達における諸問題に関する研究」(主任研究者:東大小児科鴨下重彦教授)の分

担研究「小児の視覚発達の評価法に関する研究」では,三歳児健康診査における視覚検査の

ガイドライン作成を目的の一つとして検討を行ってきた。 

視覚検査の実施状況について,平成3年10月に日本眼科医会が行った調査では,二次検診は,

実施の40都道府県においては,保健所で眼科医が行うもの7,保健所で保健婦または視能訓

練士が行うもの 17,契約医療機関が行うもの 16 であり,眼科医及び視能訓練士が関与して

いる地域が多い。また,厚生省の視能訓練士需給計画により,視能訓練士養成所が三歳児健

康診査の視覚検査実施当時の 4 校から,平成 3年度 4 校(4 年制大学 1 校を含む),平成 4 年

度 2校の新設予定があることから,今後視能訓練士の大幅な増加が期待される。 


